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 本研究ではグルコースを中心とした，炭水化物を基質として用いた．でんぷんやセルロースは，

どちらもグルコースによって構成される多糖類で，最も身近な炭水化物といえる．しかし，その性

質はグルコース間の結合によって異なる．これらの炭水化物について回分式バイアル試験（以下

BMP 試験：Biochemical Methane Production Test）を行いグルコース間の結合及び構造に着目しメタ

ン発酵への影響を検討した． 

 BMP 試験ではグルコース，マルトース，フルクトース，スクロース，アミロペクチン，デキストリ

ン，でんぷん，セルロースを基質として用いた．そして得られた基質ごとの累積メタン生成量の経日変

化を一次反応式で近似し，一次反応速度定数，メタン生成ポテンシャルを求めた．また，回帰曲線にお

いて誘導期を表現するために遅滞時間を導入し算出し，それぞれの炭水化物を構成する結合及び構造の

影響を検討した．  

 アミロペクチンはα-1,4-グリコシド結合によって構成されるアミロースにα-1,6-グリコシド結合に

よる枝分かれのある構造の多糖類である．αグリコシド結合から成る基質を用いた BMP 試験におい

て，アミロペクチンが他の基質と比べメタン発酵において分解性が低いことが確認された．でんぷん，

デキストリンにおいてもアミロペクチンと同様の特徴が確認できた．でんぷんはアミロペクチンとアミ

ロースから構成される多糖類であり，デキストリンはでんぷんの加水分解生成物である．このことか

ら，でんぷんとデキストリンのメタン発酵における分解性が低い要因はアミロペクチン由来の構造であ

ると考えられる．グルコース，マルトースと異なる構造を有するフルクトース，スクロースについては，

でんぷんなどの多糖類ほどメタン生成に明確な差がみられなかった．また，セルロースの基質濃度を変

更した BMP 試験において基質濃度によらず一定の遅滞時間が得られたことから，メタン発酵において

は，セルロースの強固な結合の加水分解が律速段階となることが明らかとなった．他の基質と比べセル

ロースの分解性が明らかに低いことからβ-グリコシド結合がメタン発酵において難分解性であると確

認できた．グルコースの解析で得られた各パラメータを基準に採取時期の異なる嫌気性消化汚泥を用い

た基質の各パラメータを相対的に比較することを試みた．その結果メタン生成ポテンシャルに関しては

嫌気性消化汚泥の採取時期の影響を受けず相対的に評価することができた． 
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